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現
職
復
帰
に
こ
だ
わ
り
闘
い
続
け
る
吉
良
さ
ん

支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
た

年
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

10
は
合
併
計
画
を
発
表
。
１
０
０

％
小
会
社
の
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

を
設
立
。
そ
の
時
、
米
国
籍
米

国
採
用
・
米
国
労
組
所
属(

グ
ア

ム
ベ
ー
ス
乗
務
員)

、
日
本
国
籍

日
本
採
用
・
全
労
所
属(

成
田
ベ

ー
ス
乗
務
員)

。
そ
の
半
年
後
に

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
な
り
、

連
結
子
会
社
に
な
る
。
賃
金
等

は
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
会
社
と

米
国
労
組
で
労
働
協
約
が
結
ば

れ
、
全
労
は
蚊
帳
の
外
に
置

か
れ
た
。
成
田
ベ
ー
ス
が
グ

ア
ム
ベ
ー
ス
に
据
え
置
か
れ

て
行
き
、
成
田
ベ
ー
ス
は
半

数
が
自
宅
待
機
に
追
い
込
ま

れ
た
。
悪
魔
の
ロ
ー
ド
が
始

ま
っ
た
。

年
に
成
田
ベ
ー
ス
閉
鎖
、

16
そ
し
て
解
雇
。
「
仕
事
奪
っ

て
余
剰
」
「
労
働
協
約
締
結

で
Ｕ
Ａ
で
働
け
る
の
は
米
国

労
組
員
の
み
」
な
ど
理
不
尽

な
理
由
。
悔
し
さ
を
踏
み
越

え
、
現
職
復
帰
を
闘
う
思
い

を
系
統
的
に
話
し
て
い
た
だ

い
た
。
①
職
場
環
境
②
人
間

関
係
③
立
ち
上
が
っ
た
思
い

④
今
後
の
思
い
等
々
、
希
望

し
た
項
目
を
丁
寧
に
話
し
て

い
た
だ
い
た
。
参
加
し
た
み

ん
な
が
、
踏
み
に
じ
ら
れ
、

頑
張
っ
て
き
た
こ
と
に
支
援

の
思
い
を
強
く
し
、
闘
い
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

の
予
定
。
①
９
月

日
、
成

26

田
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ピ
ー

ル
行
動
②

月

日
控
訴
審

10

19

第
３
回
裁
判
③

月

日
銀

10

23

座
パ
レ
ー
ド
。
現
職
復
帰
ま

で
ガ
ン
バ
ロ
ー
と
誓
い
閉
会

し
た
。

９
月

日
、
神
保
町
区
民

12

館
で
「
高
裁
に
提
訴
し
て
現

職
復
帰
す
る
ま
で
闘
い
続
け

る
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
で
解
雇
争
議
を
闘

い
続
け
る
吉
良
紀
子
さ
ん
に

審

月

日
を
前
に
、

10

19

毎
月
１
回(

最
終
土
曜

日)

成
田
空
港
第
１
タ

ー
ミ
ナ
ル
で
、
現
職

復
帰
の
ア
ピ
ー
ル
行

動
を
続
け
て
い
る
こ

と
を
紹
介
さ
れ
た
。

冒
頭
は
、
解
雇
争

議
の
経
過
を
映
像
で

流
さ
れ
、
争
議
の
基

礎
知
識
を
学
ん
だ
。

職
場
状
況
に
つ
い
て
、

私
た
ち
は
保
安
要
員

で
あ
る
こ
と
を
第
一

に
基
本
に
し
て
い
る
。

ク
ル
ー
は
多
国
籍
だ

が
ア
イ
ラ
ン
ド(

島)
出
身
者
も
多
く
、
少

な
い
食
べ
物
も
分
け

合
う
フ
レ
ン
ド
リ
ー
、

仲
良
く
フ
ラ
イ
ト
し

て
い
た
。
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
は
黒
字
を
続
け

て
い
る
。
そ
れ
で
も

吸
収
合
併
で
、
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
と
搾
取
を

続
け
て
い
る
。

話
し
を
聞
く
学
習
交
流
会(

主

催
は
新
社
会
党
労
働
運
動
委
員

会)

が
開
か
れ
た
。
参
加
者
は

人
。
吉
良
さ
ん
た
ち
原
告
は
、

28東
京
地
裁
の
不
当
判
決
に
高
裁

に
控
訴
し
た
。
第
３
回
の
控
訴



郵
政

条
裁
判

最
高
裁
小
法
廷
で
弁
論

20

訴
訟
は
東
西
二
つ

統
一
判
断
が
示
さ
れ
る
か

不
当
解
雇
か
ら

年

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

30

国
鉄
闘
争
か
ら
引
き
継
ぐ
も
の
＝
討
論
集
会

９
月
９
日
、
文
京
区
民
セ
ン

タ
ー
で
、
「
不
当
解
雇
さ
れ
て

年
・
国
鉄
闘
争
か
ら
引
き
継

30ぐ
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
集

会
が
開
か
れ
た
。

主
催
者
挨

拶
は
関
口
広
行
さ
ん(
国
労
高

崎
地
本
委
員
長)

「
財
務
省
の

公
文
書
改
ざ
ん
で
赤
木
俊
夫
さ

ん
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
赤
木
俊

夫
さ
ん
か
つ
て
国
労
組
合
員
だ

っ
た
。
分
割
民
営
化
で
辞
め
た

経
歴
の
持
ち
主
。
赤
木
俊
夫
さ

ん
は
２
度
の
苦
汁
を
飲
ま
さ
れ

た
。
戦
争
の
道
を
許
さ
ず
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」。

報
告
者
は
３
人
、
始
め
は
二

瓶
久
勝
さ
ん(

元
国
鉄
闘
争
に

勝
利
す
る
共
闘
会
議
議
長)

「

る
し
い
。
し
か
し
、
私
た
ち
は

情
勢
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
ず
、

ト
ヨ
タ
の
賃
金
体
系
改
悪
な
ど

資
本
の
手
に
乗
る
よ
う
な
組
合

の
動
き
も
あ
る
。
労
使
協
調
を

進
め
て
き
た
は
連
合
。
国
鉄
闘

争
総
評
の
視
点
を
明
確
に
す
る
。

長
期
に
闘
い
、
全
国
の
津
々
浦

々
、
地
域
と
の
共
闘
が
力
に
な

で

日
取
得
で
き
る
が
、
有

90
期
契
約
社
員
は
無
給
で

日
。

10

会
社
側
は
、
正
社
員
が
定
年

ま
で
会
社
に
貢
献
す
る
た
め

の
「
長
期
雇
用
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
」（
有
為
人
材
論
）
で

あ
り
、
不
合
理
な
格
差
で
は

な
い
と
主
張
。

こ
う
し
た
論
理
に
対
し
佐

々
木
弁
護
士
は
、

年
以
上

10

勤
務
す
る
有
期
契
約
社
員
は

多
数
存
在
し
、
郵
便
や
配
送

を
担
う
主
要
な
戦
力
で
あ
る

事
実
を
全
く
踏
ま
え
て
い
な

い
と
反
論
し
た
。

そ
の
上
で
、
検
査
や
回
復

に
日
数
が
必
要
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
例
に

挙
げ
、
有
期
契
約
社
員
が
感

染
す
れ
ば
、
生
活
は
瞬
く
間

に
苦
境
に
陥
る
が
、
無
期
契

約
社
員
（
正
社
員
）
に
は
有

給
の
制
度
が
あ
り
、
賃
金
が

減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

指
摘
。「
同
じ
郵
便
業
務
を
支

え
る
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、

こ
こ
ま
で
格
差
が
あ
る
こ
と

を
、
労
働
契
約
が
有
期
か
無

期
か
で
説
明
で
き
る
の
か
」

と
述
べ
、
不
合
理
さ
を
訴
え

た
。

当
時
、
オ
リ
ジ
ン
電
気
労

組
の
書
記
長
だ
っ
た
。
千

人
程
度
の
組
織
で
議
長
は

荷
が
重
か
っ
た
。
総
評
が

社
会
党
が
無
く
な
る
状
況

で
き
つ
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
や
る
し
か
な
く
、『
４

党
合
意
』
な
ど
あ
り
、
課

題
の
克
服
と
運
動
の
団
結

を
死
に
物
狂
い
頑
張
り
、

一
定
の
解
決
に
辿
り
つ
い

た
。
国
鉄
闘
争
の
教
訓
を

現
在
の
労
働
運
動
に
伝
え

た
い
」
。
二
番
手
は
金
澤

壽
さ
ん(

元
全
労
協
議
長)

「
出
口
の
見
え
な
い
コ
ロ

ナ
、
突
然
の
安
倍
辞
任
な

ど
情
勢
の
変
化
は
め
ま
ぐ

っ
た
」。
最
後
の
報
告
者
は
倉
林

誠
さ
ん(

国
労
高
崎
地
本
書
記

長)

「
あ
ら
た
め
て
補
強
５
項
目
、

四
党
合
意
を
総
括
の
基
点
に
し

た
い
。
四
党
合
意
を
バ
ラ
色
に

し
て
闘
争
団
を
惑
わ
し
た
。
高

崎
地
本
は
「
国
労
は
誰
の
為
の

組
合
か
、
国
労
の
役
割
を
追
求

し
た
」
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

最
高
裁
判
所
第
１
小
法
廷
は
、

９
月

日
、
日
本
郵
便
で
働
く

10

有
期
契
約
社
員
が
、
同
じ
業
務

の
正
社
員
と
の
労
働
条
件
の
格

差
是
正
を
求
め
て
い
る
労
働
契

約
法

条
裁
判
で
弁
論
を
開
い

20

た
。
訴
訟
は
東
日
本
と
西
日
本

の
二
つ
。
高
裁
判
決
の
内
容
が

異
な
る
た
め
、
統
一
し
た
判
断

が
示
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
判
決

は

月

日
に
言
い
渡
さ
れ
る
。

10

15

最
高
裁
で
上
告
が
受
理
さ
れ
、

弁
論
の
対
象
に
な
っ
た
請
求
項

目
は
①
年
末
年
始
勤
務
手
当
②

扶
養
手
当
③
夏
期
・
冬
期
休
暇

④
有
給
の
病
気
休
暇
⑤
祝
日
給

（
年
始
割
増
）
の
５
点
。
東
西

の
高
裁
判
決
で
不
合
理
と
さ
れ

た
住
居
手
当
の
不
支
給
は
、
会

社
側
の
上
告
が
不
受
理
と
な
っ

た
た
め
、
原
審
判
断
が
確
定
。

東
日
本
訴
訟
の
弁
論
で
は
、

佐
々
木
亮
弁
護
士
が
病
気
休
暇

に
つ
い
て
論
じ
た
。
正
社
員
の

場
合
、
勤
務
１
年
目
か
ら
有
給


